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イチローさんが 1月に、アジア人初となるアメリカ野球殿堂入りを果たしました。彼が 2001年にシアト

ル・マリナーズへ移籍した当時、その評価は賛否両論でした。「日本人の野手がメジャーリーグで通用す

るのか？」という疑問の声は根強く、多くの専門家が慎重な見方をしていました。しかし、イチローさん

は圧倒的な実績を残し、その活躍が後に続く日本人選手たちの道を切り拓きました。 

そんなイチローさんは、次のような言葉を残しています。 

 

「夢をつかむことというのは、一気にはできません。小さなことを積み重ねることで、い
つの日か信じられないような力を出せるようになっていきます。」 

 

皆さんも、これからの人生で戸惑うことがあるかもしれません。思うようにいかず、心が折れそうになる

こともあるでしょう。そんな時こそ、イチローさんの言葉を思い出してください。「今日の努力が、未来の

自分をつくる」ということを。 

すぐに結果が出ないこともあるかもしれません。しかし、諦めずに地道な努力を続けた人だけが、自分の

夢をつかむことができます。皆さんの未来は、これからの積み重ねによって決まります。 

今日から始まる新たな一歩を、大切に歩んでいきましょう。 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路だより

Breakthrough ～小さなことを積み重ねる～   進路指導部長より 

祝 卒業 ２7期生 進路一覧  令和7年2月20日現在 

27期生の進路がほぼ決定してきました。まだ受験中の生徒や合格発表を待っている生徒もいるため、

卒業生全員の進路が確定したわけではありませんが、27期生の三年間の努力の成果だと思います。 

それぞれの進路で、あさか開成での学びを生かして活躍されることを期待しています！！ 

 



 

 

 

 

 

私はたくさんの方を支えることができる公務員になりたいと思い専門学校を選びました。私は２年

課程の公務員科に在籍し、公務員試験に合格するために日々勉強をしてきました。 

公務員試験は１次試験の教養と２次試験の面接があり、まずは１次試験に合格するために学校に夜

遅くまで残り先生や友人と一緒に勉強をしたり、登下校の際も電車の中で教科書を読んだりしました。

教養試験は幅広い知識が求められるため、不得意な科目を克服することが大変でした。また、二次試

験の面接対策では、自分の経験や考えを深掘りして整理することが必要でした。学生のうちに部活動

やボランティア、アルバイトなどたくさんの経験をしておくべきだと感じました。 

専門学校では勉強だけでなく、自分自身と向き合いながら成長する機会が多くありました。また、一

緒に公務員試験を受ける仲間と切磋琢磨しながら勉強できるため、充実した二年間を過ごすことがで

きました。高校生の皆さんも自分の夢に向かって頑張ってください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、高校時代野球部のマネージャーを務め、選手や先生のサポートをする大変さとやりがいを学ん

だ経験から、医師や医療スタッフのサポートをできる医師事務作業補助者になりたいと考え専門学校

を選びました。 

私が、在籍している専門学校では１年次に医療保険制度や診療報酬の仕組みなど医療事務の基本的

な知識を学び、２年次に医師事務作業補助者としての知識や電子カルテの操作方法などを学ぶことが

できます。私がこの２年間の中で大変だったことは、専門知識の習得です。医療に関する専門的な知

識を多く必要とするため専門用語を覚え、習得することが大変でした。分からない用語をすぐに調べ

る習慣をつけたり、定期的な復習をしたりして記憶を強化させながら勉強しました。 

大変なことが多かった２年間でしたが、自分の夢を叶えることができ良かったです。 

あさか開成高校の皆さんも自分の夢を叶えられるように頑張ってください！ 

 

 

 

 

 

 

 

先輩の声！！  ～専門学校卒業にあたり～   ２5期生（令和５年3月卒業） 

秋田 愛美さん 国際ビジネス公務員大学校    東京地方検察庁（国家公務員一般職）   

吉田 奈央さん 国際ビジネス公務員大学校   一般財団法人 太田総合病院（医療秘書）   

秋田さんが合格したその他の公務員試験は？ 

 〇警視庁警察事務、 〇埼玉県警察官、 〇福島県警察官、 

 〇福島県警察事務、 〇自衛隊一般候補生(陸上)、 

 〇自衛隊自衛官候補生(陸上)、 〇国家公務員一般職、 

本校を卒業し、専門学校での２年間の課程を終了し、この春からの就職を決めた『先輩の声』で

す。専門学校においては、自分の夢を叶えるために自分から意欲的に勉強することに加え、国家試

験や資格検定に必ず合格しなければそのゴールにはたどり着くことはできません。これから専門学

校に進学する３年生は、その覚悟を持って学生生活を送り、夢を叶えてほしいと願っています。 

また１・２年生についても、安易に専門学校希望と目標を固めずに、自ら学ぶ決意が持てている

のかを見極めて進路選択につなげてください。 


